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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、クラスIIサイトカイン受容体ファミリーに属します。このタンパク質は、インターロイキン10受容体ベータ（IL10RB）と受容体複合体を形成します。この受容体複合体は、インターロイキン28A（IL28A）、インターロイキン28B（IL28B）、インターロイキン29（IL29）といった3つの密接に関連するサイトカインと相互作用することが示されています。これら3つのサイトカインはすべて、ウイルス感染によって発現が誘導されます。このタンパク質を過剰発現する細胞では、IL28AおよびIL29への応答が増強される一方、IL28Bへの応答は低下することが分かっています。異なるアイソフォームをコードする3つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月] 機能：IL28RA/IL10RB二量体は、IL28A、IL28B、およびIL29の受容体です。リガンド/受容体複合体は、Jak-STAT経路を介してシグナル伝達を行うようです。,類似性:II型サイトカイン受容体ファミリーに属します。,類似性:1つのフィブロネクチンIII型ドメインを含みます。,サブユニット:IL10RBとのヘテロ二量体。,組織特異性:広く発現しています。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;Jak_STAT;
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	IL-28Rαポリクローナル抗体を用いたK562細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

